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平等院
阿弥陀
如来像
の構
造に
つい
て
山
崎
之
隆
はじめに寄木造
の成
立を
考え
るうえ
で平
等院阿弥陀如来
坐像
の重
要
性
は今さら言
う
まで
も
ないこ
とで
ある。
同像は
丈六像
の
基本構造
である
前半
二材
、
後半
二材の典
型とされ、
ここ
に寄
木造
の成
立
または完
成を見る
ことはほ
f
定説とな
って
いる
。
しか
し同
像の
構造
は細
部
にお
い
てや
や複雑か
つ難
解な部分を
ふくみ
その解
明を待
って
あらため
てそ
の位
置づ
けを行なう
べき
であ
ろう。
筆者
は以
前か
ら平
等院像
の構
造に
つい
て少
な
から
ず
疑問をも
ち、
私案をま
とめ
つつ
あった
が、
一昨
年同像
の
模型を製
作し
た
際にそ
の検証を行な
うことが
できた。
同時に
寄木造
の諸
効果に
つい
ても
実験的
に把
握し得た
のでここ
に報告する
こと
にした。
（ー）
構造
に
ついて
の再
検討
平等院
阿弥陀如来
像
の構
造に
ついて
は
『日本彫
刻史基礎資料
造像銘
記篇』
六
（中央
公論美術出版
平安時
代
一九
六
集
成
八
年
以下
『集
成』
と略
称す
る）
に実
査にもと
づく
解説と
図解
が収
録さ
れて
いる
。
実査は昭
和二十
九l
三十
年の修理
時に行
な
われたも
ので
、
各デlタは現
在も
っと
も信頼
性の
高いもの
であ
る。
ただし
修理は解
体修理
でなか
った
ため
矧ぎ目や割れ
目の判
別は困
難だ
った
と思
われ、
解説と
図解
の聞にも
微妙な喰
い違い
が
あ
る
。
をl｝
『集成』
の解
説に
よれば頭
体の幹
部
（体
幹部）
は前列
二材
、
一（ー）ー
後列
二材の四
材を束ね
る
もので
、
前列材は幅四
0セ
ン
チの竪
材
二材
（『
集成』
図解
の
材番
号①、
②）
、
後列も竪
材二材で
、
こち
らは割り
首とする。
（③｜⑤、
④ーム御）
図解
（正面図）
では
体幹
右方材②
の外
側に直
接右腕材
が接
して
いる
ので
体幹材幅
（両肩
矧ぎ目
幅H胸
幅）
は八0セ
ンチ
とい
うことに
なろ
う。
これに
対し奈
良国立
文化財研究所
が作成した等
高
線による写
真測量図
では体の
正中
線か
ら右腕
の付
け根
までは五0セ
ンチ
あ
り、
髪際高
二
・四
メートル
の坐
像では胸
幅
（体幹材幅
）は
一メl
トル
なければ
ならな
いこ
とに
なる。
計測値四
0セ
ンチ
が五O
セ
ンチ
の誤
りか、
ある
い
は構造が単純な各列
二材式
では
ないとい
うこと
か。
平等院阿弥陀如来像の構造 に つ い て
ところで
図解
（背面図）
では
体幹右方材④ームωと
右腕材
の間
に「
体幹右脇
面の
後半をなす竪木
」
③があり
この
幅
を一O
セ
ンチ
とすれば正中
線か
ら右腕
の
付け根
まで
の幅は五0セ
ンチに
なり実
測図の
寸法と
合う。
EZそうする
とそ
の前
列に佐
置する
体幹右方材
②は幅
五0セ
ン
チなければなら
ず、
解説
の
「幅四O
セン
チ
の竪
材二材
L
とい
う
記述
に娃
聞が生じる
。
図解は
一応実測図風
に描かれ
ており
、
各材
の
寸法も相応
の割
A口
とな
って
いる
よう
である。
そこ
であらた
めて
体
幹前
列材に注
目すると解
説
で同寸
であるはず
の左
右両材
のうち右
方材
②が幾
分広
い。
（図1）
一方
、
左方材
①の外
側に接
し
て肩
以下
の左
側面
． 
図 1 . 阿弥陀如来坐像構造図
（ 『 日 本彫刻史基礎資料集成』 よ り 転＇.！fl
部材⑬と
の聞に細
W竪木
Oが狭
まれ
忙いる
。
こ
の①
とO
を加、
え
た幅
を図
解上
で反転
すると
右方材
②
と同じ幅にな
り、
。の外
側
が左肩の矧
ぎ目に相
当
する
こ
とがわかる
。
つまり
前列左方
材も
後列右方
材と同じよ
うに主材に副
材を添、
えた形にな
ってい
るの
である。
（後列左方材
③ll⑤
も外側
に
副材相
当
の⑫
を添
える形に
なっ
てい
るが
」れに
つい
ては
後述する）
つま
り平
等院像
の体
幹部
は基
本的
には幅
四0
セン
チ
（奥行も
同寸か）
その
両側
に順
一0
セ
ンチ
の刷
材を
の主
材四
材を束ね
、
添え
た形
式
であ
り、
前列右
方材
のみ図
解上
に副
材を記
入し損
なっ
た可
能性がある。
こ
の点
を解明する鍵
が図
解
（像底
図）
に
ある。
右腰
脇部
（膝奥部）
は上
下三材
（⑬、
＠、
＠）
が一ブ
ロツ
ー に ） ー
クをなすが、
その
内側
の
体幹前列右方材
②と
の聞に
不可解な
一
材＠が狭
まれ
ている
。こ
れは
腰脇
部に
ふくまれる
もので
はな
く、
正而図で見ると右肩
の矧
ぎ自
の線より
内
側に入
っていて
体幹前
列材
の
一部をな
すこと
が明らか
である
。
（図2）
つま
りこの
＠
の上
方にその
背
後の
後列副材⑧に
対応する副材的なも
のの
存在
が想
定さ
れる
訳だ
が、
図解上
ではそ
れを示
す矧
ぎ線
はなく、
③
の内
側か
ら右一
屑の付
け
根にかけて
斜め
の矧
ぎ線が
描かれるだけ
である
。
『集成』
に掲
載され
た像内写
真にはこ
の点
を解明する重
要な
手がかり
が写
し込
まれ
てい
る。
図3）
写
真は不
鮮明だが中
央の
首部を中心
に縦
と横すなわ
ち左
右と
前後
の矧
ぎ線があり、
横の
． 
え
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図 2 . 阿弥陀如来坐像構造 （像底後半部）
図 3 . 像 底 写 真 （複 写）
一（三）ー
平等院阿弥陀如来像の構造 に つ い て
矧ぎ線
の両
側に下
方手
前に伸ぴ
る後列副材と
の
矧ぎ線
が見
え
る。
さらに注
意深く観察
すると
それぞれ
の上
方にも
矧ぎ線と
思
われる黒
い
線が見
える
。
この
向か
っ
て左
の線は後
列右方副材
⑧
の前面に接
し
て前列分
の副
材
（仮に⑫
）
がある
こ
とを示
唆し
て
いる
。
試み
に正面
図の
右肩
内側に＠
と
同幅
の線
を引
いて
みる
と
それ
は垂直
の
線とな
り副材
⑫｜⑫の存
在の
可能性
は俄然現
実性
を帯ぴ
て来
た。
あと
は＠
と＠が
一連
の材
である
こ
とを
確認すれ
ばよ
い
。
以前筆者
は修
理中に
写さ
れた
教枚
の像
内写
真を
見た
、」
とが
あ
るo
E3
｝そ
れに
は像内を斜め
に写
したも
のも
あり、
その
時の
メモ
による
と前列右
方副材＠は
確か
に存在
して
い
るが、
その
下方は
脇腹
のあ
たりで
後
列右方副材
⑧と
の前
後の矧
ぎ目に
吸収
され
消
つま
り
＠の
矧ぎ線は
⑫の
それと連
続
して
い
ない
の
減し
ている
。
である。
両材
は
別材な
のか、
それとも
内
割により分
断さ
れるよ
うな状
態があり
得
るのか
、
こ
の点
を何
らか
の方
法で確
認しなけ
れば
ならな
い
。
ところで
『集成』
の像
内写真
（図3）
は反対側
の
後列左方副
材⑫に
つい
ても
訂正す
る必要が
あるこ
とを
教え
てく
れる。
この
材は図
解
（背面図
）
ではその内
側の薄
材とともに左
側面
部の下
部
材
⑬の上
に載る形にな
って
いる
が、
写真
では二
材とも
像底
に
達し
て
いる
。
つまり
、こ
の材
は図 解では
わかりにく
い
が左
側面
部材
⑮｜⑬の背
後に当て
られ、
その内
側を後列左方材
に接
して
’司
副材
として
の役
割を兼
ねて
い
ることが
わかる
。
また
左側面部材
⑬自体も
変則
的
で前
後の副材の外
側に単
純
に寄
せられる
ので
な
く、
後半部を凸出さ
せて
副材
⑫と
ともに
後列左方
材
①に組み付
けら
れて
いる
。逆
に言
え
ば前半部
の
内側を前
列左方副材⑪に
合
わせ
て欠
き
取っ
ている
のだが
、
。を
共木か
ら割り
矧
ぎに
して
い
るように
も見
える。
この
複
雑な仕
口
は彫
刻前面
にお
ける胸
幅
（肩
矧ぎ
目幅）
を意識
して
のこ
とで
、
体幹部
の材
幅が不
十分
であ
っ
たことに
対
する応
急策と
思われる。
以上
の見
直し
によ
り二
つ
の問
題
点が明
らかに
な
った
。
体幹前
列右方
材
の外
側に副
材
＠11＠
がある
ので
は
ないか
とい
う
一
つは
こと
。
今一
つは
後列左方材
の副材に相
当する⑫が
地付ま
で伸び
一（四）ー
ている
ことで
ある。
後者
に
つい
ては写
真により
確
認で
きたが、
前者
に
つい
て
は
実査
かそ
れ
に代わ
る方法と
して
模型
による
確認
が必要
である
。
（ニ）
模型
によ
る検証
模型は像
高五
四
・五
セ
ンチ
、
平等院像
の五分の
一で
ある。
体
幹部
の幅
（胸幅）
二0セ
ンチ
に対
し幅
八セ
ンチ
、
奥行
八セ
ンチ
の角
材
四材を束ね
、
その
後列左方を除
く三方に幅二
セン
チ、
奥
行八セ
ンチの
副材を当
て、
これに噛
み込むよ
うに
左側
面部材
（上
下二材
の前面に袖
以下の部
分上下二材
を組み
付ける）
を寄
せた。
左側
面部材
の矧
ぎ面は前半
が欠
き取
られて副
材に組み込
ま
れ、
二電
後半が直桜
主材
に接
する形 となり
、
その
後商
に幅四
・五
セン
チ
ほどの材
を当
てた
。
これに
両脚
部材
（前
後二材
）、
右腰脇部材
（上下三材
）、
左袖口
材（
一材）
を寄せ
て荒彫り、
小作りを行な
っ
た。
（図4）次に
一
日一
分解し
て内引
をほ
どこし
、
各材を黒色
の接
着剤
で接着した
ところ
、
各矧ぎ
線がそ
れぞれ固
有の線
を描
いて
現れた。
問題
の前列右
の副
材の矧
ぎ線は
そ
れが
一
材で
あるにもかかわ
らず上部と下
部に
別々に
現
れた。
図5）
これ
は
脇腹
の
前寄り部
分が
極端
に絞られ
ている
ため
こ
の部分
の内
引が
一削材ま
で及ばな
い結
果上
下に分
断
した形になり
、
別構
造のよ
うに見
えた
ので
あ
之\I盆山＊i111 
構造模型 （分解）図 4 . 平等院阿弥陀如来像
一（五 ） ー
図 5 . 模型像 内
前列右 副材の矧 ぎ線が肩 と 腰部 に 見 え る （画面左）
る。
その他
気づ
い
た点は
左体側部
の
下部
材と右
腰脇
の下
段材
（図
解で
は⑬と＠）
は内
刺により
大部分
が除去
され
て壁状に
なるの
ではじめから
板材
を用
い
た方がよか
った
とい
うことで
ある。
以上
の結
果、
平等院像
の構
造は
一
部修正
する必要が生じた
の
記述は
『平等院大観』
二（
岩波書店
でここ
に修正案を示
す。
一九
八七
年）
の解
説文を修
正した形で行
なう。
（傍点を
付した部
分が
修正また
は加筆
筒所
（イ）
幹部材は
その
前面は頭
・体
通し
て左右二材
（各師
・ 奥行共
四二
m）
を正中
線
で矧ぎ合
わせ、
背中も同様
に左右二材
（各
幅・奥
行共四二
m）
を正中
線で矧
ぎ、
背而
材の
み頚廻りで頭
－体
を割り矧
ぐと見
られる
。
なお前
後材
の矧
ぎ目は両耳
中央
平等院阿弥陀如来 像の構造 に つ い て
を縦に通る
。
後頭部項に
は横
一
材を
矧ぐ。
右方材
の外
側には
その
前半に幅
約一O師
、
奥行四二
叩
の縦
材、
後半に幅
約
一o
m、
奥行三
六
叩
（腹脇部
で）
の縦
材を
矧ぐ。
（各材は
体幹治脇
面を形成す
る）
｜一
部省略
｜一
方
、
前面左方材
の外
側にも幅
約一O仰
の縦
材を矧ぐが、
これは
体部左側面材（左
体側部材
とよぶ） に取
り込
まれた形にな
って
いる
。
（ロ）
体部左側面材
は左腕
の大
部を含むも
ので
、
左一
屑から
皆下に
至る縦
一
材を主材
とし、
こ
の内
側
の前
半部を欠き取
って
前面
左方材
の外
側の
縦材
に組み
込む
。
在i
一
部省略
｜
主材
の下
方、
腰脇部
に
横一材
（約
二一
m高）
を継ぎ、
その
前面に左
前
阿部
の後
半と
その
下方
の
腰脇部を
それ
ぞれ別材
で矧
ぎ付け
る。
また、
背而にも一
屑か
ら地付
きに至
る縦
材を矧ぎ、
さらに
その
内側
に幅
の細い
一材
（約四
・五
m幅
）
を矧ぐ。
（註5）
十 す
右腰
脇部は
上中下三
段に横
木を矧ぐ。
（以
下頭体主要
部のみ）
（三）
寄木造
の効
果
寄木造
の一
木造
に対
す
る技
術的優位性と
して
は次
のよ
うな諸
点がある
。
まず内
剥がしゃ
すくなり、
より深
く剃る
ことがで
き
る結果とし
て①干割れ
の防
止、
②像
の軽
量
化がはた
せること
、
数材を組む
こと
により
③巨材
がなくても
巨像が
つく
れ、
④材
の
節約
が進み、
⑤分解
制作
によ
る作業能率
の向
上が
期待できる
等々
である
。
以上
の各点に
つい
て模
型制作
によ
り模擬体験
した
結果を報告する。
（イ）
内引
による干
割れ
の
防止効
果と軽量
化に
ついて
内引が干
割れ
の防
止にと
って
いか
に有
効かは
多く
の実
例の示
すと
こ
ろだが
、
ここ
に一
つ
の実
験結果
を掲げて
おく、
図6
の右
側は内引
をほど
こさ
な
い
心持
ち材
で大きく
干割れ
が生
じてい
る。
中央
は心
部のみ引
った
もので
大きな干割れ
はな
いが
小平
割れ
が
ある。
左は大
きく剰
った
もの
で材は健
全で
ある
。
これに
よっ
て内
引は大き
いほ
ど効果が
あること
が明らか
である
。
平等院像
の内創刊は
多く
の作
例の中
でも
群を抜
いて
大きく
iオ
一 （ 六 ）ー
験実幸リ図 6 . 内
厚は四
・五
セン
チ
程度と
される
。
模型
の大
き
さで
は九ミリと
い
うこと
になる
が強
度を
考えて約
一・
五セ
ンチ
とした。
一年
経過
した現
在もまだ干
割れ
の発
生は見
られ
ず内引
の効
果は十
分認め
られるが、
なお長
期
の観
察が必要であろ
う。
内引が大き
いとい
うことは
当然
像の軽
量化に通じ、
模型
でも小作り程
度
の彫
刻段
階で七
・二
キロあ
った
もの
が内
引によ
って
三・0
キロに
激減し
た。
実際の大
きさ
に換
算す
ると九00キ
ロの
彫
刻が内
刺により
三七五キ
ロ
に減量し
たこと
になり、
本来
の
材厚ま
で剃
ればさら
に軽
量となる
。
像が軽
いと
いう
ことは
作業
や移
動、
安置
など
の
点で
有利
なことは
いう
まで
もな
い。
他に
もム口座
の設
計が構
造を
過度に 重視する必
要がな
いた
め平
等院像
の
ような
華麗な蓮華
座
を実現
させることに
な
った
ので
あろ
う。
（ロ）
複数
の材
を寄せ
ること
による諸
効果
寄木造
の用
料上
の第
一
の利
点は巨
材がなくても
巨
像が
つく
れ
ると
いうことで
ある。
仮に
平等院像を
一木
造で
つく
るとすると
頭体の幹
部を
一材
で
木取りする
こと
になり
、
順一
メー
トル、
奥
行0
・
八メー
トル
の巨
材が必要で
ある。
これだけ
の角
材を得よ
うとすると計
算上
は直径
一・
一一一メー
トルほ
どの
巨
樹を
探さなけ
ればならな
いo
E旦
これ
に対
し広
隆寺千手観音坐像
のよ
うに前
J ノ
」隆
半二材、
後半
二材の寄
木
造で
つ
くるとすると各
材
は五0セ
ンチ
山�
×四
0セ
ン
チで
よく、
直径六
五セ
ンチの
丸
太で
すむ。
平等院像
11 1 
の場
合は中心材
が四
0セ
ンチ
角の材
なの
で直径六
0セ
ンチの
丸
る大きき
である。
太で
十分
である
o
Ei
これは
一
木造なら等
身程
度の像が
つく
れ
次に材
の節
約効果に
つい
て考
えてみ
よう。
平等院像
（体
幹部
のみ
）
に要
する材は
一木
造なら幅
一メ
ートル、
奥行0
・八
メl
トル、
高さ
二
・
八メー
トル
で材積は
二
・
二四
立方メ
ート
ルで
あ
る。
広隆寺式
でも四
材分
の合
計は
同じ材積に
なる。
しか
し平
等
の副
材を伴
って
おり
院像は中心材
の両側に昭
一0
セン
チ、
奥行八
0セ
ンチ
（合計）
」の
部分
の高さは一
屑以下
でよ
いの
で
材高
は二
メートルと
なり0
・一
三立
方メー
ト
ル
ほど
節約
になる。
こ
では、 れが
三千院阿弥陀如来坐像
のよ
うに
前後
三列
で構
成さ
れるもの
その
中列が
肩上面
材と
それを支える右脇
材だけ
で大
部分
一（七）
図 7 . 三千院阿弥陀如来坐像
構造模型 （分解）
平等院阿弥陀如来像の構造 に つ い て
が省
略
される
の
でさらに節
材性が増
す。
（図7）
こ
れを丈六像
に
換算
すると総
材質は
一・
七八立
方メー
トルと
一木造
に比
べO
四六立
方メー
ト
ル、
約二Oパ
セー
ント
の節
約となる。
これ
だけ
で実に三
尺坐像
一体分
に相
当す
る。
寄木
造は以上
のほか
に作
業能率
の上
でも効
果がある。
複数
の
材を寄
せる
と
いう
ことは
木工
の工
程
が増え
一部
の作
業は複
雑
になるが、
製作
中に
分解する
こと
で別
の効果
が得られる。
その
効果がも
っと
も大
きい
の
が内割工程である。
一木
造におけ
る背
引は像背
の窓か
ら内部を剃る
こと
の困
難さ
とともに割
り取る量
に限
界があり
、
干割れを防ぐ効果や像
の軽
量化
の上
で万
全では
ない。
こ
れが
前
後二材
の寄
木造
なら各
材
の広
い矧
ぎ面から十分
に割
ることが
できる。
前半
二材
、
後半二
材なら各材
の矧
ぎ面は
二面づ
っ
となりさら
に割り
やすくな
る。
平等院
像では四
材の外
側にさら
に副材がある
ので
各材
の矧
ぎ面
は三面
となる。
そのた
め各
主材は内
側の肩
ある
いは
胸
のあたりに鋸で
切れ目を入れ、
それ
以下の
部分を割
り取れば素
早く簡
単に内
剰が
できる
。
しか
も割り取られた部分は
その
ま
ま他に
利用す
ることが
でき
、
結果
的に節
材に
つな
がる
。
こ
れは
模型
でも体
験で
きた
こと
である。
その
他
像を分解
す
ることは
一部の彫
刻工程
でも
役に立
つ。
平
等院
像ほど
の巨
像になると荒
彫り終
了
後、
仕上げ彫り
の段階で
は像
を前後
に
分けて寝か
せた状
態で細
部を彫
った
り
万痕を整え
たり
した
であ
ろう。
その
際耳や
螺髪な
ど前
後材
にまた
がる
部分
が彫りにく
くな
る。
平等院像
が後
頭
部の
み襟
際で
一亘割
り離し
ている
のは
これ
を前半部
に
一時的
に仮
付けし
て彫
刻
した
こと
を
示し
てい
ると思われる。
以上模型
によ
る実験を通
して
寄
木造
の
諸効果
に
つい
て確認
で
きた。
それとともに広
隆寺像
の
ような四材
式に比
べ、
平等院
像
の方がさまざ
まな点
で有
利で
ある
こと
もわ
か
った
。
それに節
材
効果や作
業性は
寄木造
の本
来の
目的と
は異なり
、事後
的な
工夫
、
改良
の
結果生じ
るも
の
であり、
後世
さらに
発展
して
い
くそれら
の事
後的効果が
すでに平
等院像
に現
れて
いる
とい
う
ことは
それ
が成立期
のもの
でな
く発展期
の初
期段
階にあるこ
とを物語
って
いる
よう
に思
われる
。
本稿
の
一応
の
結論
として
は寄
木造
の成
立
一（八）ー
天喜元
年
（一
O五三）
の広
隆寺
千手観音坐像
あたり
に求め、
の平
等院
阿弥陀如来
坐像
は寄
木造
がすで
を寛弘九年
（一
O一
二
）
に確
立し、
新た
な
可能性
を探り
つつ
あっ
た時
期
の作
例と
佐置づ
ふ J
一 こ
io
lyt 
結び
にかえて
平等院像
の木
寄構
造図は
師西村公朝先生
の労
作であり
、
彫刻
史研
究に多
大の寄
与があ
った
。
修理現
場
から
のこの
よ
うな報告
は貴
重
であり
筆者
自身も
この
構造
図か
ら多く
のこ
とを
教えられ
た。
しか
し過
去に何
度か
分解見取図
を作
成したり
構
造模型を設
計す
る際に図
解
の問
題点
に気づ
き東
京芸術大学
の水
野敬三郎
教
授に私
案を
見て
いた
だいた
ところ
『平等院大観』
第三巻
「付録
m」
誌上
に訂
正
の形でとり
上げて
いた
だいた
。
本稿は
その
詳論
である。
水野先生
には
構
造の記
述そ
の他の点で
ご教
示、
ご指
導
をいた
だいた
。
また本
模型
の製
作は
講談社
『日本
美術全集
』
の
「日本
美術
の技
法」
のため
に行
な
った
もので
ある
こと
を記し
て
おく
。
なお作
図にあた
っ
て小
山久美子
の助
力を
得た。
関
係各位
に謝
意を表す。註
1 
解説は
西川新次氏、
図解は修理を担
当し
た西
村公朝
氏によ
る。
当時は
仕事優先
で調
書に対
する
理解は
少なく、
仕事
の合
い聞
のわ
ずか
な時聞
を利用し
て
の図
解作成
であ
った
。
そのた
め図
解に
多少不完全な部分
がある
のも
無理な
い。
2 
⑧の材
幅は
三六セ
ンチ
とあるが、
これ
は像
の側
面から見
た
もので
、
正面から
見た場
合の
奥
行にあた
る。
3 
写真は
永井信
一氏
所蔵、
同氏
が修理
現場を見学し
た際に撮
影し
たと
い
う。
4 
前面左方材
の外
側の
縦材は左側面
材と共木
であ
っ
たものを
割り離した
可能性
もある。
之隆
5 
背面肩
以下の縦
材の
内側
の縦
材
（幅
四・五個
）
は体
幹後列
崎
左方材
に
付属す
るも
の
で、
その分
左方
材が狭
い（
三七
・五個
）
山
と見
た方
がよ
い。
6 
社寺建築
の専
門家
であ
る滝川昭雄
氏によ れば国
産桧
の年
輪
は直
径
六0セ
ンチで
五001
六OO
を数
えると
いう
。
直径
一
・
三メートルな
ら樹
齢一
三O
O年以上
になる。
7 
桧材
の価
格は同
じ材積
でも
直
径の
差によ
っ
て大
きく変わ
り、
直径
九0セ
ンチ
の材は六0セ
ンチの
もの
に比
べ立
米価格
は約二
倍になるよ
東京
芸術大学
古美術研
究施設矢
野健
一郎
氏
による）
寄木造
の経
済的効果
が大き
いこ
とが
わかる
。
－（九）ー
平等院阿弥陀如来像の構造 に つ い て
背 面 正 面
右 側 面 左 側 面
平等院阿弥陀如来坐像構造図
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